
,
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

,
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
実

行
委
員
会

（委
員
長
・
小山
内

有
義
助
役

・
構
成
員
十
ニ
名
）
 

で
は
、
四
月
十
三
日
か
ら
四
月

ニ
十
九
日
ま
で
市
内
神
山
に
あ

る
津
軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
梅
 

林
を
主
会
場
に
「
第
二
回
ご
し

ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
北
限
の
梅
林と

豊
か
な
自
然
を
広
く
人
々
に
知
 

っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、豊
か
 

イ
ベ
ン
ト
、
出
場
者
等
の
募
 

な
心
と
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
 

集
内
容
は
、
七
ペ
ー
ジ
に
掲
載
 

む
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催す
 

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
 

る
も
の
で
す
。
 

い
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
多
数
の
お
い
 

で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
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き
っ
と
お
役
に
立
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ま
す
。
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林
を
主
会
場
に
「
第
二
回
ご
し
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
豊
か

よ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
」
を
開
催
な
心
と
郷
土
を
愛
す
る
心
を
青

し
ま
す
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こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
す

こ
れ
は
、
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
る
も
の
で
す
。

ン
タ
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に
あ
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北
限
の
梅
林
と
市
民
の
皆
さ
ん
多
数
の
お
い

豊
か
な
自
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く
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に
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で
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お
待
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す
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三
月
定
例

市
議
会
か

ら
 

市
政
を
再
担
当
後
一
年
八
か

月
余
り
が
経
過
し
、
二
度
目
の

予
算
編
成
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
、
地
域
住

民
待
望
の
新
幹
線
盛
岡
以
北
の

本
格
着
工
に
加
え
、「津
軽
自
動

車
道
」
浪
岡
・
五所
川
原
問
十

五
キ
ロ
H
が
本
決
ま
り
と
な
る

な
ど
、
こ
の
地
を
取
り
巻
く
社

会
、
経
済
環
境
も
新
た
な
展
開

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

四
全
総
が
そ
の
主
眼
と
す
る

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
は
、
高

速
交
通
網
の
整
備
促
進
な
く
し

て
成
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
 

加
え
て
こ
の
地
を
中
心
と
し
た

新
た
な
「
人
・
物
・
金
」
の
動

き
は
地
域
活
性
化
に
向
け
、
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

一
方
、景
気
の
動
向
は
わ
ず

か
な
が
ら
減
速
し
つ
つ
も
依
然

と
し
て
成
長
軌
道
を
た
ど
り
つ

つ
あ
り
、
五
十
七
か
月
を
記
録

し
た
戦
後
最
長
の
 
「い
ざ
な
ぎ

景
気
」
を
上
回
る
の
は
確
実
と
 
 

の
観
測
も
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
ら
を
背
景
に
、
企
業
の
設

備
投
資
は
依
然
好
調
で
、
積
極

的
な
誘
致
活
動
と
も
相
ま
っ
て
、
 

さ
ら
に
一
一
社
の立
地
が
内
定
し
、
 

四
月
早
々
に
は
正
式
調
印
の
運

び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
他
方
で
は
、
昨
年

十
月
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
に

お
い
て
、
県
平
均
の
二
・
七
パ
 

ー
セ
ン
ト
を
上
回
る
三
・
ニ
パ
 

ー
セ
ン
ト
も
の
人
口
減
を
き
た

す
等
、
こ
の
地
を
巡
る
環
境
は

極
め
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る

の
も
ま
た
事
実
で
あ
り
ま
す
。
 

「
」の
よ
う
な
社
会
、経
済
状

勢
の
動
き
を
見
極
め
な
が
ら
、
 

私
共
は
市
政
運
営
に
臨
み
、
敏

速
、
的
確
な
対
応
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

か
か
る
見
地
か
ら
、
本
年
度
 
 

の
市
政
運
営
に
臨
む
基
本
方
針

は
、
一
干
一
世
紀
に
向
か
っ
て
 

「産
・
学
・
住
・遊
の
調
和
あ
る

発
展
Jと
定
め
た
の
であ
り
ま
す
。
 

す
な
わ
ち
、青
森
地
域
テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
圏
の
一
員
で
あ
り
、
か
つ

ま
た
、
西
北
津
軽
地
域
の
中
核

都
市
た
る
わ
が
市
が
、
今
後
と

も
存
分
に
そ
の
役
割
を
果
た
し

て
参
る
た
め
に
は
、
先
端
技
術

産
業
と
研
究
開
発
機
能
、
そ
し
 

て
潤
い
の
あ
る
ま
ち
、
さ
ら
に

は
レ
ジ
ャ
ー
、
リ
ゾ
ー
ト
を
含

め
た
総
合
的
都
市
づ
く
り
の
必

要
性
を
痛
感
し
た
か
ら
で
あ
り

ま
す
。
 

※
快
適
都
市
の
建
設
と
産
業
の

高
度
化
を
図
る
・・
生
涯生
活
政

策
 

※
保
健
衛
生
の
普
及
と
健
康
社

会
を
つ
く
る
…
生
涯
健
康
政
策

※
教
育
環
境
の
整
備
と
奥
津
軽

文
化
の
交
流
、
発
展
を
促
進
す

る
・
・
生
涯
教育
政
策
 

※
こ
こ
ろ
豊
か
な
福
祉
社
会
を
 
 

ひ
ら
く
・
・
生涯
福
祉
政
策
 

の
四
政
策
達
成
に
向
け
全
力
を

傾
注
し
て
参
り
ま
す
。
 

ま
ず
、
交
通
体
系
の
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、都
市
計
画
街
路

一子
四
・
四
号
石
岡
・
不魚
住
線

の
整
備
、
一子
三

・
一
号
田川
・

三
ッ
屋
線
の
延
伸
で
あ
り
ま
す
。
 

い
ず
れ
も
仮
称
「
ェ
ル
ム
の
街
」
 

構
想
や
「
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民

セ
ン
タ
ー
」
 
の建
設
上
欠
く
こ
 

と
の
で
き
な
い
路
線
で
あ
り
、
 

最
優
先
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
 

住
環
境
の
整
備
も
ま
た
、
豊

か
で
潤
い
の
あ
る
都
市
づ
く
り

を
進
め
る
う
え
で
大
切
な
も
の

で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
市
営

住
宅
富
士
見
団
地
の
建
て
替
え
、
 

雨
水
路
を
含
め
た
下
水
道
事
業

の
普
及
促
進
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
住
民
の
持
ち
家
志

向
が
一
段
と
強
ま
っ
て
来
た
こ

と
か
ら
、
県
住
宅
供
給
公
社
へ

新
た
な
十
万
坪
団
地
の
造
成
を
 
 

お
願
い
し
て
お
り
、
新
年
度
に

は
着
手
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。
 

産
業
の
振
興
、
と
り
わ
け
農

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
日
様

々
な
問
題
が提
起
さ
れ
て
参
り

ま
し
た
。農
産
物
価
格
の
低
迷
、
 

自
由
化
攻
勢
に
加
え
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
難
等

で
あ
り
ま
す
。
昨
年
実
施
さ
れ

た
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ

り
ま
す
と
、
当
市
で
は
こ
の
五
 

年
間
で
四
百
四
十
八
世
帯
、
一
一

千
八
十
八
人
の
方
々
が
離
農
し

て
お
り
、
田
園
都
市
を
標
傍
す

る
当
市
に
と
っ
て
は
誠
に
憂
慮

に
耐
え
な
い
事
態
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
 

農
業
セ
ン
タ
ー
に
バ
イ
ォ
技

術
を
導
入
し
、
高
収
益
、
高
効

率
の
未
来
型
農
業
実
現
ン
俳
せ
、
 

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
の
活
用

に
よ
る
一
・
五
次
産
業の
振
興

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
 

日
米
構
造
協
議
に
端
を
発
し

た
大
店
法
の
運
用
緩
和
は
、
都
 
 

市
基
盤
整
備
の
立
ち
遅
れ
た
地

方
都
市
に
と
っ
て
大
脅
威
で
あ

り
、
当
市
に
お
い
て
も
ジ
ャ
ス

コ
の
隣
村進
田
か
ら
既
存
商
店

街
は
そ
の
対
応
に
知
恵
を
絞
っ

て
お
り
ま
す
。
幸
い
、
国
に
お

い
て
も
「
商
業
集
積
法
」
の
制

定
等
、
小
規
模
小
売
店
擁
護
の

た
め
各
種
施
策
を
打
ち
出
し
て

お
り
ま
す
が
、
要
は
商
業
者
の

自
助
努
力
と
適
切
な
行
政
の
支

援
措
置
に
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
 

仮
称
「
エ
ル
ム
の
街
」
構
想

は
、
地
元
商
業
者
と
の
協
識
の

過
程
で
様
々
な
模
索
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
 

基
本
的
に
は
既
存
商
店
街
に
な

い
、
欲
し
く
て
も
造
れ
な
い
、
 

さ
ら
に
は
時
間
的
制
約
を
も
考

慮
し
、
編
み
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
大
規
模
駐
車
場
、
カ
ル

チ
ャ
ー
機
能
、
都
市
空
間
、
緑

地
帯
、
そ
の
他
ァ
、r
Iュ
ー
ズ
メ

ン
ト
性
を
備
え
た
近
隣
立
地
型

の
街
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
既
存
商
店
街
と
の
一
一

極
分
離
を
来
す
も
の
で
あ
っ
て

は
な
ら
ず
、
相
互
に
補
完
機
能

を
持
た
せ
、
相
乗
効
果
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

工
業
の
振
興
面
で
は
、
漆
川

工
業
団
地
の
拡
充
が
急
務
で
あ
 

管
長
加
政
方
舞
●
表町
A
要
起
 

【
 

【
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市
政
を
再
担
当
後
一
年
八
か

月
余
り
が
経
過
し
、
二
度
目
の

予
算
編
成
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
、
地
域
住

民
待
望
の
新
幹
線
盛
岡
以
北
の

本
格
箸
工
に
加
え
、
認
軽
自
動

車
道
」
浪
岡
・
五
所
川
原
間
十

五
キ
ロ
鱗
が
本
決
ま
り
と
な
る

な
ど
、
こ
の
地
を
取
り
巻
く
社

会
、
経
済
環
境
も
新
た
な
展
開

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
全
総
が
そ
の
主
眼
と
す
る

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
は
、
高

速
交
通
網
の
整
備
促
進
な
く
し

て
成
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、

加
え
て
こ
の
地
を
中
心
と
し
た

新
た
な
「
人
・
物
・
金
」
の
動

き
は
地
域
活
性
化
に
向
け
、
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
景
気
の
動
向
は
わ
ず

か
な
が
ら
減
速
し
つ
つ
も
依
然

と
し
て
成
長
軌
道
を
た
ど
り
つ

つ
あ
り
、
五
十
七
か
月
を
記
録

し
た
戦
後
最
長
の
Ｒ
ざ
な
ぎ

景
気
」
を
上
回
る
の
は
確
実
と

の
観
測
も
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
背
景
に
、
企
業
の
設

備
投
資
は
依
然
好
調
で
、
種
極

的
な
誘
致
活
動
と
も
相
ま
っ
て
、

さ
ら
に
二
社
の
立
地
が
内
定
し
、

四
月
早
々
に
は
正
式
調
印
の
運

び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
他
方
で
は
、
昨
年

十
月
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
に

お
い
て
、
県
平
均
の
二
・
七
パ

ー
セ
ン
ト
を
上
回
る
三
・
二
パ

ー
セ
ン
ト
も
の
人
口
減
を
き
た

す
等
、
こ
の
地
を
巡
る
環
境
は

極
め
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る

の
も
ま
た
事
実
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
、
経
済
状

勢
の
動
き
を
見
極
め
な
が
ら
、

私
共
は
市
政
運
営
に
臨
み
、
敏

速
、
的
確
な
対
応
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

か
か
る
見
地
か
ら
、
本
年
度

《
‐

の
市
政
運
営
に
臨
む
基
本
方
針

は
、
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て

「
産
・
学
住
・
遊
の
調
和
あ
る

発
展
」
と
定
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
青
森
地
域
テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
圏
の
一
員
で
あ
り
、
か
つ

ま
た
、
西
北
津
軽
地
域
の
中
核

都
市
た
る
わ
が
市
が
、
今
後
と

も
存
分
に
そ
の
役
割
を
果
た
し

て
参
る
た
め
に
は
、
先
端
技
術

産
業
と
研
究
開
発
機
能
、
そ
し

て
潤
い
の
あ
る
ま
ち
、
さ
ら
に

は
レ
ジ
ャ
ー
、
リ
ゾ
ー
ト
を
含

め
た
総
合
的
都
市
づ
く
り
の
必

要
性
を
痛
感
し
た
か
ら
で
あ
り

ま
す
。

※
快
適
都
市
の
建
設
と
産
業
の

高
度
化
を
図
る
…
生
涯
生
活
政

策※
保
健
衛
生
の
普
及
と
健
康
社

会
を
つ
く
る
…
生
涯
健
康
政
策

※
教
育
環
境
の
整
備
と
奥
津
軽

文
化
の
交
流
、
発
展
を
促
進
す

る
…
生
涯
教
育
政
策

※
こ
こ
ろ
豊
か
な
福
祉
社
会
を

三
月
定
例
市
議
会
か
ら

ひ
ら
く
…
生
涯
福
祉
政
策

の
四
政
策
達
成
に
向
け
全
力
を

傾
注
し
て
参
り
ま
す
。

ま
ず
、
交
通
体
系
の
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
都
市
計
画
街
路

三
・
四
・
四
号
石
岡
・
不
魚
住
線

の
整
備
、
三
・
三
・
一
号
田
川
・

三
シ
屋
線
の
延
伸
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
仮
称
「
エ
ル
ム
の
街
」

構
想
や
「
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民

セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
上
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
路
線
で
あ
り
、

最
優
先
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

住
環
境
の
整
術
も
ま
た
、
豊

か
で
潤
い
の
あ
る
都
市
づ
く
り

を
進
め
る
う
え
で
大
切
な
も
の

で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
市
営

住
宅
富
士
見
団
地
の
建
て
替
え
、

雨
水
路
を
含
め
た
下
水
道
事
業

の
普
及
促
進
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
住
民
の
持
ち
家
志

向
が
一
段
と
強
ま
っ
て
来
た
こ

と
か
ら
、
県
住
宅
供
給
公
社
へ

新
た
な
十
万
坪
団
地
の
造
成
を《

お
願
い
し
て
お
り
、
新
年
度
に

は
着
手
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

産
業
の
振
興
、
と
り
わ
け
農

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
日
様

々
な
問
題
が
提
起
さ
れ
て
参
り

ま
し
た
。
農
産
物
価
格
の
低
迷
、

自
由
化
攻
勢
に
加
え
、
農
業
徒

率
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
難
等

で
あ
り
ま
す
。
昨
年
実
施
さ
れ

た
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ

り
ま
す
と
、
当
市
で
は
こ
の
五

年
間
で
四
百
四
十
八
世
帯
、
二

千
八
十
八
人
の
方
々
が
離
農
し

て
お
り
、
田
園
都
市
を
標
憐
す

る
当
市
に
と
っ
て
は
誠
に
憂
慮

に
耐
え
な
い
事
態
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

農
業
セ
ン
タ
ー
に
バ
イ
オ
技

術
を
導
入
し
、
高
収
益
、
高
効

率
の
未
来
型
僕
業
実
現
と
併
せ
、

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
の
活
用

に
よ
る
一
・
五
次
産
業
の
振
興

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

日
米
榊
造
協
議
に
端
を
発
し

た
大
店
法
の
連
用
緩
和
は
、
都

市
基
盤
整
備
の
立
ち
遅
れ
た
地

方
都
市
に
と
っ
て
大
脅
威
で
あ

り
、
当
市
に
お
い
て
も
ジ
ャ
ス

コ
の
隣
村
進
出
か
ら
既
存
商
店

街
は
そ
の
対
応
に
知
恵
を
絞
っ

て
お
り
ま
す
。
幸
い
、
国
に
お

い
て
も
「
商
業
集
積
法
」
の
制

定
等
、
小
規
模
小
売
店
擁
謹
の

た
め
各
種
施
策
を
打
ち
出
し
て

お
り
ま
す
が
、
要
は
商
業
者
の

自
助
努
力
と
適
切
な
行
政
の
支

援
措
置
に
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
仮
称
「
エ
ル
ム
の
街
」
榊
想

は
、
地
元
商
業
者
と
の
協
議
の

過
程
で
様
々
な
模
索
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
既
存
商
店
街
に
な

い
、
欲
し
く
て
も
造
れ
な
い
、

さ
ら
に
は
時
間
的
制
約
を
も
考

慮
し
爺
編
み
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
大
規
模
駐
車
場
、
カ
ル

チ
ャ
ー
機
能
、
都
市
空
間
、
緑

地
帯
、
そ
の
他
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
性
を
備
え
た
近
隣
立
地
型

の
街
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
既
存
商
店
街
と
の
二

極
分
離
を
来
す
も
の
で
あ
っ
て

は
な
ら
ず
、
相
互
に
補
完
磯
能

を
持
た
せ
、
相
乗
効
果
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

工
業
の
振
興
面
で
は
、
漆
川

工
業
団
地
の
拡
充
が
急
務
で
あ
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歳 出 

区 分 3 年度 増減率 

1 議 会 費 195,514 13.9 

2 総 務 費 2,191,591 16.3 

3 民 生 費 3,634,034 ム10 .2 

4 衛 生 費 1,098,465 5.0 

5 労 働 費 138,214 △ 1.5 

6 農 林 水 産 業 費 762,085 64.8 

7 商 工 費 392.206 9.3 

8 土 木 費 2,445,984 △ 1.4 

9 消 防 費 709,200 12.7 

10 教 育 費 2.376,541 L 	5.0 

11 災 害 復 旧 費 116,496 105.7 

12 公 債 費 1,577,670 3.9 

13 諸 支 出 金 9,000 7.0 

14 予 備 費 10,000 0.0 

合 計 15,657,000 2.2 

歳 	 入 

区 	 分 3 年度 増減率 

1 市 	 税 3,537,864 3.9 

2 	Ji 	方 	譲 	与 	税 330,000 i 	0.9 

3 利 子 割 交 付 金 120,000 118.2 

4 特別地方消費税交付金 1,100 0.0 

5 自動車取得税交付金 85,000 2.4 

6 地 	方 	交 	付 税 5,220,000 9.8 

7 交通安全対策特別交付金 11,500 16.2 

8 分担金及 び負担金 430,139 1.6 

9 使用料及 び手数料 266,433 3.8 

10  国 	庫 	支 	出 	金 2,731,787 .. 	7.0 

11 県 	支 	出 	金 685,487 33.0 

12 財 	産 	収 	入 14,753 △62.5 

13 寄 	附 	金 1 0.0 

14 繰 	入 	金 295,924 193.0 

15 繰 	越 	金 1 0.0 

16 諸 	収 	入 954,611 0.4 

17 市 	 債 972,400 △33.0 

合 	 計 15,657,000 2.2 

り
ま
す
。
現
在
隣
地
に
九

・
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
拡
張
を
進
め
て

お
り
、
引
き
続
き
近
傍
地
に
大

規
模
拡
充
を
計
画
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
 

昨
年
は
、
観
光
に
関
し
て
多

く
の
試
み
を
し
て
み
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
言
わ
ば
観
光
元
年
と

も
言
え
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。
 

「北
限
の
梅
ま
つ
り
」
「牧
場
花

菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
」
に
加

え
、「虫
送
り
と
火
ま
つ
り
」
は

予
想
外
の
評
価
を
博
し
た
の
で
 

,
 

あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
こ
れ
ら

に
加
え
、「赤
、
い
り
ん
ご
の
花

ま
つ
り
」
「コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
」
 

そ
し
て
「
音
と
光
の
祭
典
」
を

企
画
実
施
す
る
な
ど
、
四
季
を

通
じ
、
花
と
イ
ベ
ン
ト
の
絶
え

な
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。
 

次
に
、
教
育
、
文
化
面
の
振

興
で
あ
り
ま
す
が
、
い
よ
い
よ

今
秋
か
ら
「
ふ
る
さ
と
交
流
圏

民
セ
ン
タ

ー
」
の
建
設
に
着
手

し
、
皿
ー
 
五年
秋
の
完
成
を
目
 
 

指
し
ま
す
。
圏
域
の
ご
協
力
に

よ
り
、
一
部
事
務
組
合
も
順
調

に
機
能
し
、
先
般
見
事
な
設
計

プ
ラ
ン
の
決
定
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
大
学
誘
致
は
私
の
か

ね
て
か
ら
の
念
願
で
あ
り
ま
す

が
、
先
般
「
五
所
川
原
市
大
学

等
誘
致
懇
談
会
」
を
発
足
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
委
員

の
皆
様
か
ら
は
「
街
づ
く
り
は

人
づ
く
り
」
の
観
点
に
た
ち
、
 

新
た
な
時
代
の
展
開
に
対
応
し
 

,
 

た
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
地

域
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
大
学

誘
致
の
必
要
性
で
意
見
の
一
致

を
見
て
お
り
、
引
き
続
き
精
力

的
活
動
を
続
け
て
参
る
こ
と
と

し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
他
、
教
育
分
野
の
事
業

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
南
小
学

校
屋
内
体
育
館
、
そ
し
て
待
望

久
し
い
三
好
中
学
校
校
舎
の
新

築
を
い
た
し
ま
す
。
 

高
齢
化
、
長
寿
化
社
会
を
迎

え
、
福
祉
の
向
上
も
ゆ
る
が
せ
 
 

に
は
で
き
ま
せ
ん
。
懸
案
の
老

人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み
園
」
は
今

春
完
成
と
な
り
ま
す
が
、
今
年

は
「
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
事
桑
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
 

ふ
れ
あ
い
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る

地
域
社
会
を
目
指
し
ま
す
。
 

以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う

に
、
新
年
度
の
市
政
は
多
く
の

分
野
で
積
極
果
敢
な
取
り
組
み

を
要
す
る
課
題
が
数
多
く
挙
げ

ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
議

員
な
ら
び
に
市
民
各
位
の
ご
理
 
 

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
真
に
豊
か
な
「
小
さ
な
世

界
都
市
五
所
川
原
」
建
設
に
向

け
、
誠
意
と
熱
意
を
も
っ
て
頑

張
る
決
妾
ぐ
あ
り
ま
す
。
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り
ま
す
。
現
在
隣
地
に
九
・
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
拡
張
を
進
め
て

お
り
、
引
き
続
き
近
傍
地
に
大

規
模
拡
充
を
計
画
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

昨
年
は
、
観
光
に
関
し
て
多

く
の
試
み
を
し
て
み
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
言
わ
ば
観
光
元
年
と

も
言
え
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。

「
北
限
の
梅
ま
つ
り
」
「
牧
場
花

菖
蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
」
に
加

え
、
亜
送
り
と
火
ま
つ
り
」
は

予
想
外
の
評
価
を
博
し
た
の
で
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一
Ｊ

あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
こ
れ
ら

に
加
え
、
表
～
い
り
ん
ご
の
花

ま
つ
り
」
「
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
」

そ
し
て
「
音
と
光
の
祭
典
」
を

企
画
実
施
す
る
な
ど
、
四
季
を

通
じ
、
花
と
イ
ベ
ン
ト
の
絶
え

な
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。

次
に
、
教
育
、
文
化
面
の
振

興
で
あ
り
ま
す
が
、
い
よ
い
よ

今
秋
か
ら
「
ふ
る
さ
と
交
流
圏

民
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
に
着
手

し
、
平
成
五
年
秋
の
完
成
を
目

指
し
ま
す
。
圏
域
の
ご
協
力
に

よ
り
、
一
部
事
務
組
合
も
順
調

に
機
能
し
、
先
般
見
事
な
設
計

プ
ラ
ン
の
決
定
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
誘
致
は
私
の
か

ね
て
か
ら
の
念
願
で
あ
り
ま
す

が
、
先
般
「
五
所
川
原
市
大
学

等
誘
致
懇
談
会
」
を
発
足
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
委
員

の
皆
様
か
ら
は
「
街
づ
く
り
は

人
づ
く
り
」
の
観
点
に
た
ち
、

新
た
な
時
代
の
展
開
に
対
応
し

一
Ｊ

た
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
地

域
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
大
学

誘
致
の
必
要
性
で
意
見
の
一
致

を
見
て
お
り
、
引
き
続
き
糖
力

的
活
動
を
続
け
て
参
る
こ
と
と

し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
他
、
教
育
分
野
の
事
業

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
南
小
学

校
屋
内
体
育
館
、
そ
し
て
侍
望

久
し
い
三
好
中
学
校
校
舎
の
新

築
を
い
た
し
ま
す
。

高
齢
化
、
長
寿
化
社
会
を
迎

え
、
福
祉
の
向
上
も
ゆ
る
が
せ

に
は
で
き
ま
せ
ん
。
懸
案
の
老

人
ホ
ー
ム
「
ぐ
る
み
園
」
は
今

春
完
成
と
な
り
ま
す
が
、
今
年

は
径
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

ふ
れ
あ
い
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る

地
域
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う

に
、
新
年
度
の
市
政
は
多
く
の

分
野
で
積
極
果
敢
な
取
り
組
み

を
要
す
る
課
題
が
数
多
く
挙
げ

ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
繊

員
な
ら
び
に
市
民
各
位
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
真
に
豊
か
な
「
小
さ
な
世

界
都
市
五
所
川
原
」
建
設
に
向

け
、
誠
意
と
熱
意
を
も
っ
て
頑

張
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

－

歳 入

区分

l市税

2地方譲与税

3利子割交付●金

4特別地方消費税交付金

5自動車取得税交付●金

6地方交付税

7交通安全対策特別交付●金

8分担金及び負担金

9使用料及び手数料

10国庫支出金

11県支出金

12財産収入

13寄 附 金

14繰入 金

15操越金

16諸 収 入

17市 債

合 計

3年度

3,537,864

330,000

120,000

1，100

85，000

5，220，000

11，500

430,139

266,433

2，731，787

685,487

14，753

1

295,924

1

954,611

972,400

15，657，000

増減率

3．9

△0．9

118.2

0．0

2．4

9．8

16．2

1．6

3．8

△7．0

33．0

△62．5

0．0

193.0

0．0

0．4

△33．0

2．2

歳 出

区分

1談会費

2総務費

3民生費

4術生費

5労 働 費

6農林水産業費

7商工費

8土木費

9消防費

10教 育 費

11災害復旧跳

12公憤費

13諸支出金

14予備費

合計

3年度

195,514

2，191，591

3，634，034

1，098，465

138,214

762,085

392,206

2，445，984

709,200

2，376，541

116,496

1，577，670

9,000

10,000

15，657，000

増減率

13．9

16．3

△10．2

5．0

△1．5

64－8

9．3

△1．4

12．7

△5．0

105．7

3．9

7．0

0．0

2．2



【
 

三
月
七
日
か
ら＋
ニ
日
間
の

日
程
で
開
か
れ
た
市
議会
三
月

定
例
会
で
、平
成
三
年
度の
市

の
一
般
会
計
予
算
が
総
額
百
五

＋
六
億
五
千
七
百
万
円
と決
ま

り
ま
し
た
。
 

◇
 

◇
 
◇
 

こ
れ
は
、
平
成
二
年度
当
初

予
算
に
比
較
し
て
三
億
三
千
九

百
万
円
増
（伸
び
率
二

・
二
％
)
 

の
堅
実
型
予
算
で
す
。
 

佐
々
木
市
長
は
「
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
が
 

（
一
今
年
は
街
づ
く
り
、
む
ら
お
 

,j
J飛
躍
の
年
）
と
位
議
づけ
、
 

堅
実
な
予
算
に
し
ま
し
た
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
一
云牛度
の
予算
編
成
は
、
 

一
十一
世紀
に
向
け
「産
・
学・

住
・
遊
一
体
と
な
っ
た
真
に
豊

か
な
都
市
づく
り
」
を
基
本
政

策
に
、
次
の
重
点政
策
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
 

①
快
適
都
市
の
建
設
と
産
業
の

高
度
化
を
図
る
廿
生
涯
生
活
政

策
 

②
保
健
衛
生
の
普
及
と
健
康
社

会
を
つ
く
る
廿
生
涯
健
康
政
策

③
教
育
環
境
の
整
備
と
奥津
軽

文
化
の
交
流
、
発
展
を
促
進
す

る
廿
生
涯
教
育
政
策
 

④
こ
こ
ろ
豊
か
な
福
祉
社
会
を

ひ
ら
く
I
生
涯
福
祉
政
策
 

農業農村活性化農業構造改善 

事業 	 100,222 

農道整備事業 	22,268 

県営農村総合整備モデル事業 

5,225 

農業施設災害復旧事業 

47,310 

公共土木施設災害復旧事業 

69,186 

県営堺野沢地区ため池整備事 

業負担金 	 2,139 

県営三の沢地区ため池整備事 

業負担金 	 3,992 

県営津軽北部地区広域農道整 

備事業負担金 	9,634 

県営五所川原地区広域農道整 

備負担金 	 18,685 

赤～いりんご加工開発研究委 

託料 	 300 

梅まつり 	 5,000 

赤～いりんごの花まつり 

3,000 

牧場、花菖蒲せせらぎまつり 

3,500 

夏まつり 	 6,000 

岩木川河IIはっり 	5,000 

コスモスまつり 	2,000 

ごしょがわら産業まつり 

4,740 

音と光の祭典 	2,000 

冬フエスティバル 	2,000 

津軽半島・五所川原観光物産 

展負担金 	 2,600 

南部地区土地区画整理事業 

244,926 

公営住宅建替事業（72戸） 

569,572 

漆川・岩木町線街路整備事業 

85,803 

田川・三ッ屋線街路整備事業 

164,671 

石岡・不魚住線調査費 5,000 

湊・寺町線街路整備事業 

25,480 

県営（街路）広田・新宮町線整 

備事業 	 26.631 

沖飯詰・飯詰線整備事業 

40,030 

臨時地方道整備事業 133,480 

準用河川改修事業 36,337 

津軽水道企業団出資金等 

96,829 

西北五衛生処理組合負担金 

418,120 

五所川原地区消防事務組合負 

担金 	 623,327 

小型動力ポンプ付積載車他 

14,090 

地上式消火栓 	9,945 

消防屯所 	 7,415 

消防コミュニティセンター 

8,536 

ホース乾燥柱 	2,400 

堰統廃合対策費 	51,003 

市街地基本構想計画策定業務 

委託 	 14,935 

中小企業特別融資貸付 

260,000 

工業用水道事業会計繰出金 

23,300 

除雪機械購入事業 18,624 

総合行政情報システム開発事 

業 	 124,111 

果樹産地活性化生産基盤整備

事業 

厳
し
い
財
政
状
況
の
もと
で
、
 
活
に
直
結
す
る
事
業
に
対
し
て
 

め
て
い
ま
す
。
 

限
ら
れ
た
財
源
を
特
に
市
民
生
 

優
先
的
、
効
率
的
な
配
分
に努
 

平
成
三
年
度
の重
点
政
策
は
 
太
字
は
新
規
事
業
）
 

次
の
と
おり
で
す
。（単
位
千
円
、
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平成二3年度、市の一般会計予算は一一，竺ど窯誓 

156億5,700万円に舞 
-21世紀／真に豊かな都市づくりー 

産・学・住・遊の調和ある発展 

策
 

政
 

」
白
 

生
 

涯
 

生
 

(
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王賎S墓庭鍾如：のご尋般垂婁討鵜は室蚕葵室
1或56億35曇字7げぴ万』円量(箸

-21世紀／真に豊かな都市づくしノー
産。学・住。遊の調和ある発展

三
月
七
日
か
ら
十
二
日
間
の

日
程
で
開
か
れ
た
市
議
会
三
月

定
例
会
で
、
平
成
三
年
度
の
市

の
一
般
会
計
予
算
が
総
額
百
五

十
六
億
五
千
七
百
万
円
と
決
ま

り
ま
し
た
。◇
◇
◇

こ
れ
は
、
平
成
二
年
度
当
初

予
算
に
比
較
し
て
三
徳
三
千
九

百
万
円
増
（
伸
び
率
二
・
二
％
）

の
堅
実
型
予
算
で
す
。

佐
々
木
市
長
は
「
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
が

〈
今
年
は
街
づ
く
り
、
む
ら
お

こ
し
飛
蹄
の
年
〉
と
位
綴
づ
け
、

堅
実
な
予
算
に
し
ま
し
た
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

平
成
三
年
度
の
予
算
編
成
は
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
「
産
・
学
．

住
・
遊
一
体
と
な
っ
た
真
に
豊

か
な
都
市
づ
く
り
」
を
基
本
政

策
に
、
次
の
重
点
政
策
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

①
快
適
都
市
の
建
設
と
産
業
の

高
度
化
を
図
る
Ｉ
生
涯
生
活
政

策②
保
健
衛
生
の
普
及
と
健
康
社

会
を
つ
く
る
Ⅱ
生
涯
健
康
政
策

③
教
育
環
境
の
整
備
と
奥
津
軽

文
化
の
交
流
、
発
展
を
促
進
す

る
１
生
涯
教
育
政
策

④
こ
こ
ろ
豊
か
な
福
祉
社
会
を

ひ
ら
く
Ｉ
生
涯
福
祉
政
策

P

厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で
、

限
ら
れ
た
財
源
を
特
に
市
民
生

策
勺
。
△
〃舌 政生 涯生）

コスモスまつり2,00O

ごしょがわら産業まつり

4,740

音と光の祭典2,000

冬フェスティバル2,000

津軽半島・五所川原観光物産

展負担金2,600

南部地区土地区画整理事業

244，926

公営住宅建替事業(72戸）

569，572

漆川・岩木町線街路整備事業

85，803

田川・三シ屋線街路整備事業

164，671

石岡・不魚住線調査費5.000

湊・寺町線街路整備事業

25‘480

県営(街路)広田・新宮町線整

備事業26,631

沖飯詰・飯詰線整備事業

40，030

臨時地方道整備事業133,480

準用河川改修事業36,337

津軽水道企業団出資金等

96．829

西北五衛生処理組合負担金

418，12O

五所川原地区消防事務組合負

担金623,327

小型動力ポンプ付積載車他

14，090

地上式消火栓9,945

消防屯所7,415

消防コミュニティセンター

8,536

ホース乾燥柱2,400

堰統廃合対策費51,003

市街地基本構想計画策定業務

委託14,935

中小企業特別融資貸付

260,000

工業用水道事業会計繰出金

23，300

除雪機械購入事業18,624

総合行政情報システム開発事

業124,111

果樹産地活性化生産基盤整備

事業147,121

農業農村活性化農業構造改善

事業100,222

農道整備事業22,268

県営農村総合整備モデル事業

5，225

農業施設災害復旧事業

47，310

公共土木施設災害復旧事業

69，186

県営堺野沢地区ため池整備事

業負担金2,139

県営三の沢地区ため池整備事

業負担金3,992

県営津軽北部地区広域農道整

備事業負担金9,634

県営五所川原地区広域農道整

備負担金18,685

赤～いりんご加工開発研究委

託料300

梅まつり5,000

赤～ぃりんごの花まつり

3,000

牧場、花菖蒲せせらぎまつり

3,500

夏まつり6,000

岩木川河川まつり5,000

活
に
直
結
す
る
事
業
に
対
し
て

優
先
的
、
効
率
的
な
配
分
に
努一

Ｌ

め
て
い
ま
す
。

平
成
三
年
度
の
重
点
政
策
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
単
位
千
円
、

太
字
は
新
規
事
業
）



⑤平成 3 年（1991年）4 月1日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第732号） 

生涯健康政策  生涯教育政策  生涯福祉政策 

菊ケ丘運動公園整備事業 南小学校屋体建設事業 381 ,102 長寿褒彰金 	 10,088 

50,050 南小学校グラウンド整備事業 老人クラブ活動費補助金 5,747 

とがわ公園整備事業 5,000 市老連基本財産造成運動補助金 

津軽フラワ一センター整備事業 三好中学校校舎建設事業 1,000 

79,011 540,993 老人ホーム入所措置費 413,255 

病院事業会計繰出金 	200,000 教育方法開発特別設備費（中学 シルバー人材センター補助金 

救急医療対策費 	3,636 校コンピュ一ター） 	19,317 26,800 

無料巡回医療補助金 	150 第四中学校グラウンド整備事業 母親クラブ活動費 	1,480 

高額療養費貸付金 	30,000 15,000 西北五精神薄弱児施設組合負担 

地域医療対策協会負担金 1,000 ふるさと交流皆民センタ一事務 金 	 18,197 

国民健康保険事業勘定特別会計 組合負担金（事業費 466,626) 遺児入学祝金等扶助費 	2,500 

繰出金 	 70,000 128,065 家庭奉仕員 	 26,491 

老人保健特別会計繰出金 高等看護学院会計繰出金 住みよい福祉のまちづくり事業 

142,346 48,766 15,597 

下水道事業特別会計繰出金（事 外国青年招致事業 	5,066 精神障害者小規模作業所運営補 

業費 1,394,678) 	431,197 各種講座開設 	 2,831 助金 	 1 .000 

東北総合体育大会補助金 文化講演会 	 300 

13,000 県青年の船派遣負担金 	1 ,295 

県民体育大会選手派遣補助金 文化財保護費 	 8,634 

3,500 市史編さん費 	 15,155 

最終処分場アセスメント 

13,000 

自転車道路調査費 	1,000 

鰻嬢員 If愈蕪会駄曇纂無議 	（単位千円ー％〕 

区 	 分 
歳 入（収 入） 歳 出（支 出） 

平成 3 年度 増 減 率 平成 3 年度 増 減 率 

特
 
別
 

入
 

国民健康保険事業勘定 3,440,662 △ 1.9 3,440,662 ' 	1.9 

老 	人 	保 	健 2,375,727 8.9 2,375,727 8.9 

高 等 看 護 学 院 63,075 9.3 63,075 93 

長者森平和公園造成事業 3,098 0.0 3,098 0.0 
芸
 
計
 

下 	水 	道 	事 	業 1,394,678 △ 1.0 1,394,678 △ 1.0 

農業集落排水事業 255,607 28.6 255,607 28.6 

合 	 計 7,532,847 2.4 7,532,847 2.4 

企
業
会
計
 

水 	道 	事 	業 2,210,281 24.6 2,408,093 17.4 

エ 業 用 水 道 事 業 201,798 ム24.1 206,237 L22.4 

病 	院 	事 	業 4,148,666 5.5 4,742,365 5.5 

合 	 計 6,560,745 9.8 7;356,695 8.0 

広報ごしょがわら⑤平成3年(1991年)4月1日 (第732号）

’

r百

猿馳会計職企業余毒鵬
(単位千円･％）

一

司

ー

生 涯教育政策 生涯福祉政策生涯健康政策

菊ヶ丘運動公園整備事業

50，050

とがわ公園整備事業13,120

津軽フラワーセンター整備事業

79,011

病院事業会計繰出金200,000

救急医療対策費3,636

無料巡回医療補助金150

高額療養費貸付金30,000

地域医療対策協会負担金1,000

国民健康保険事業勘定特別会計

繰出金70,000

老人保健特別会計繰出金

142,346

下水道事業特別会計繰出金（事

業費1,394,678）431,197

東北総合体育大会補助金

13,000

県民体育大会選手派掛甫助金

最終処分場アセスメント

3，500

13,000

自転車道路調査費1,000

南小学校屋体建設事業381,102

南小学校グラウンド整備事業

三好中学校校舎建設事業

5,000

540,993

教育方法開発特別設備費（中学

校コンピューター）19,317

第四中学校グラウンド整備事業

15,000

ふるさと交流圏民センター事務

組合負担金（事業費466,626）

128,065

高等看護学院会計繰出金

48,766

外国青年招致事業5,066

各種講座開設2,831

文化講演会300

県青年の船派遣負担金1,295

文化財保謹費8,634

市史編さん費15,155

長寿褒彰金 10，088

老人クラブ活動費補助金5,747

市老連基本財産造成運動補助金

1.000

老人ホーム入所措置費413,255

シルバー人材センター補助金

26,800

母親クラブ活動費1,480

西北五精神薄弱児施設組合負担

金18,197

遺児入学祝金等扶助費2,500

家庭奉仕員26,491

住みよい福祉のまちづくり事業

15,597

精神障害者小規模作業所運営補

助金1,000

区分

特
別
会
計

企
業
会
計

国民健康保険事業勘定

老人保健

高等看護 学 院

長者森平和公園造成事業

下水道事業

農業集落排水事業

合 計

水道事業

工業用水道事業

病院事業

合計

歳入（収入）

平成3年度

3,440,662

2,375,727

63,075

3,098

1,394,678

255,607

7,532,847

2,210,281

201.798

4,148,666

6,560,745

増減率

△1．9

8．9

9.3

0．0

△1．0

28．6

2.4

24．6

△24．1

5.5

9.8

歳出（支出）

平成3年度

3,440,662

2,375,727

63，075

3，098

1,394,678

255,607

7，532，847

2，408，093

206,237

4,742,365

7‘ 356,695

増減

△1．9

8．9

9.3

0.0

△1．0

28．6

2.4

17．4
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磁7 7機揚 JrJ:磁 
平成 2 年度の北辰大学閉講式が 3 月 6 日、市

中央公民館で180名の受講生が出席して行われ、 

1年から 3 年までの修了、卒業者118名に修了、 

卒業証書が授与されました。 

磯麹麟繊鞭鷺難 
去る 3 月18日、（閑1訂折川原中央青果（木村登

吉代表取締役社長）は市の農業の活性化に役立

ててくださいと100万円を寄ィ寸しました。 

この日は、木村社長が市役j折を訪れ、佐々木

市長に手渡しました。 

この寄付に対し佐々木市長は 「ご好意大変感 

’ 謝いたします。 有効に活用させていただきます」 

とお礼を述べました。 

市では、この寄付金を広域新農業センターに

建設が予定されているバイテク施設の充実に役

立てることにしています。 

癒競顧勤競親湯物彩 
五所川原市立高等看護学院（Ui形明義院長） 

の平成 2年度卒業証書授与式が3 月 8 日行われ、 

」動きながら看護の基礎を学んだ32人が看護婦・

士として巣立ちました。 

授与式では、山形院長が卒業生一人ひとりに

卒業証書を手渡し、「これからはやさしい心、そ

して愛の手を患者に環元し、幅広く自己の実現

をはかってください」 と式辞を述べました。 

次いで、佐々木市長、山口徳二市議会議長ら

来賓が祝辞を述べました。 

このあと、在校生一人ひとりからi献花を受け、 

閉講式では、釜落市教育長が 1年、 2 年修了

者と 3 年卒業者の代表および・皆勤者の代表に修

了、卒業証書、表彰状を手渡し 「学習で身につ

けたことを役立て、心身ともに豊かな生活を送

ってください」と式辞を述べ、山田正夫さん（稲

実）が 「学習の成果を踏まえ、良き市民として

の自覚をもとに積極的に生きたい」 とお礼の言

葉を述べました。 

10年間受講表彰では、小笠原やなさん（田川）、 

木村正ーさん（高瀬）、小野勝四郎さん（鶴ケ岡）、 

三橋さと子さん（鳥森× 福岡キョさん（元町× 

新岡とみさん（みどり町）の 6 名が表彰をうけ、 

ひときわ大きな拍手を受けていました。 

威競劾湯概量親蕩鷹劾多 

青森職業訓練短期大学校（戸，畢一光校長）の

卒業式が 3 月15日に行われ、73人の若いェンジ

ニアが学び舎を巣立っていきました。 

卒業式では、戸湯校長が一人ひとりに卒業証

書と技能照査合格証書を授与したあと 「皆さん

は10年後には21世紀の人であり、これからは皆

さんの時代です。 自信を持って事に当ってくだ

さい」 と式辞を述べました。 

続いて、清木直県商工労動部長、佐々木市長

が祝辞を述べたあと、制御システム系の岡田隆

幸さんが「本校で学んだ技術を生かし、一人前

のエンジニアを目指し精進します」 と謝辞をう丞

べ、社会人としての決意を新たにしていました。 

卒業生を代表して山口広之さんが「日進月歩で・

発展する医療に対応できる応用能力、問題解決

能力を身につけ、広く社会に貢献できるよう常

に向学心を持って責任ある態度で望みます」 と

答辞をう丞べ式を終わりました。 

釜
蒐
教
育
長
か
ら
修
了
 

証
書
を
う
け
る
受
講
生
 

佐
々
木
市
長
（
右
）に
手
渡
す

木
村
社
長
（
左
）
 

戸
深
校
長
か
ら
卒
業
証

書
を
う
け
る
卒
業
生
 

卒
業
生
を
代
表
し
て
答
 

辞
を
述
べ
る
山
口
さ
ん
 

広報ごしょがわら (第732号）⑥平成3年(1991年)4月1日

閉講式では、釜港市教育長が1年、2年修了

者と3年卒業者の代表および皆勤者の代表に修

了、卒業証書、表彰状を手渡し「学習で身につ

けたことを役立て、心身ともに豊かな生活を送

ってください」と式辞を述べ、山田正夫さん(稲

実）が「学習の成果を踏まえ、良き市民として

の自覚をもとに種極的に生きたい」とお礼の言

葉を述べました。

10年間受講表彰では、／｣､笠原やなさん(田川)、

木村正一さん（高瀬)、小野勝四郎さん(鶴ヶ岡)、

三橘さと子さん（‘烏森)､福岡キヨさん（元町)、

新岡とみさん（みどり町）の6名が表彰をうけ、

ひときわ大きな拍手を受けていました。
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平成2年度の北辰大学閉講式が3月6日、市

中央公民館で180名の受講生が出席して行われ、

1年から3年までの修了、卒業者118名に修了、

卒業証書が$受与されました。
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青森職業訓練短期大学校（戸津一光校長）の

卒業式が3月15日に行われ、73人の若いエンジ

ニアが学び舎を巣立っていきました。

卒業式では、戸才畢校長が一人ひとりに卒業証

聾と技能照査合格証書を授与したあと「皆さん

は10年後には21世紀の人であり、これからは皆

さんの時代です。自信を持って事に当ってくだ

さい」と式辞を述べました。

続いて、清木直県商工労動部長、佐々木市長

力篭祝辞を述べたあと、制餌Iシステム系の岡田隆

幸さんが「本校で学んだ技術を生かし、一人前

のエンジニアを目指し糖進します」と謝辞を述

べ、社会人としての決意を新たにしていました。

去る3月18日、㈱五所ﾉII原中央青果（木村登

吉代表取締役社長）は市の農業の活性化に役立
ててくださいと100万円を寄付しました。

この日は、木村社長が市役所を訪れ、佐々木

市長に手渡しました。

この寄付･に対し佐々木市長は「ご好意大変感

謝いたします。有効に活用させていただきます」

とお礼を述べました。

市では、この寄付金を広域新農業センターに

建設が予定されているバイテク施設の充実に役

立てることにしています。
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五所ﾉ!|原市立高等看護学院（山形明縦院長）

の平成2年度卒業証普授与式が3月8日行われ、

働きながら看護の基礎を学んだ32人が看謹婦．

士として巣立ちました。

授与式では、山形院長が卒業生一人ひとりに

卒業証書を手渡し、「これからはやさしい心、そ

して愛の手を患者に環元し、I幅広く自己の実現

をはかってください」と式辞を述べました。

次いで、佐々木市長、山口徳二市議会雛長ら

来賓が祝辞を述べました。

このあと、在校生一人ひとりから献花を受け、

卒業生を代表して山口広之さんが「日進月歩で

発展する医療に対応できる応用能力、問題解決

能力を身につけ、広く社会に貢献できるよう常

に向学心を持って責任ある態度で望みます」と

答辞を述べ式を終わりました。

1
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北限の梅林●今咲き誇る一第2回こしょがわら梅まつり 

レ会期 4 月13日（土)- 4 月29日（月） 	 レ賞 梅おとめ1名（10万円）、梅むすめ 2名（ 5 
レ主会場 津軽フラワーセンター梅林（市内神山） 	万円）、参加者全員に記念品を贈呈。 

レイベント 	 Oさわやかウォークラリー出場者募集 

く）4 月13日（1.)一幼稚園・保育所鼓笛隊コンサー 	レ日時 4 月28日（日）午前 9 時受付（梅林） 

ト 	 ）コース 津軽フラワーセンター特設コース 

（つ 4 月14日（日）一県下俳句・津軽地区川柳大会 	レ参加資格 特になし、ただし 3 人 1チームー 

く〕4 月21日（日）一“梅おとめ”さわやかコンテスト、 	1人」』ス上は必ず中学生」こよ上を含むこと。 

梅おとめ・梅むすめ撮影会、県 D参加料 無料（おにぎりを持参のことJ 
下短歌大会 	 ン申込締切 '1 月20日（」二） 

（フ 4 月28日（日）一さわやかウォークラ lJ 一 	 （ Cり写真コンテスト作品募集 

04 月13' 14・21・28日ー野だて、農産加工品 	レテーマ 津軽フラワーセンター梅林に関する 

等の展示即売 	 ものであれば自由 

04 月13日～ 4 月29日ー一般投句 	 レ応募資格 特にありません。 

（フ 4 月13日～ 5 月20日ー市内小・中学校写生大 	ン応募方法 く①）カラー・モノクロとも四ッ切フP 
会、写真コンテスト 	 I) ント。 組写真可。 未発表のもの。 ②作品裏 

@“梅おとめ”さわやかコンテスト出場者募集 	面に「テーマ了住所」「氏名」「電話番号」「年齢」 

レ応募資格 満18歳以上の未婚の女性で、西北 	を明記した自作の応募票を貼付。 ③入賞者に 

五地域内に住んでいる方又は五所川原市内に 	はネガを提出していただきます。 なお、作品 

動務している方。 	 は返却いたしません。 

レ応募方法 所定の出場申込み書による《, 	 レ募集期間 4 月13日～ 5 月20日 

レ応募締切 4 月18日（木）正午まで” 	 ※出場及び応募についてのお申し込み・お問い 

レ開催日時 4 ．月 21日（日）午前10時～ 	 合わせは、市商工観光課（雪電5)21 11番内線2 
レ開催場所 市働く婦人の家（市内新町） 	 59・260番）へどうぞ。 

誓匡l麟細保険料雌4萱月=1)維軸無姻発 
人口の高齢化が進む中、年金制度を健全に運 

‘営しでいくためには、年金給付とバランスを保

ちながら適正な負担をしていただくことが必要

となります。 

このため、4 月分から保険料が9,000円となり

ます。 

老齢基礎年金などの年金の支払いに必要なI材

源は、あなたが納めた保険料と国の負れにて’」惰わ

れています。 

また、年金額はそのとき、そのときの物価に

見合うよう完全自動物価スライ ド制により、引

き上げられることになっています。 

このような 「かけがえのない財産」て‘ある「年

金」 の価値は、豊かな老後を過ごせるよう国が

責任をもって保障するしくみになっています。 

どうか保険料の変更について、ご理解とご協

力をお原貞いします。 

響新入学（園）児の交通安全運動卿， 
r 

ー運動の重点ーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーー 

1 ．新入学（園）児の安全指導と保護活動の推進 

2 ．運転者の児童等保護義務の尊守促進 

3. 通学（園）路等道路交通環境の整備 

☆お父さん、お母さん…新入！li三（園）児に対して、通学（園） コースの教示、道路の正しい 

歩行方法、横凶『の仕方、信号の見方について実施指導をしてください。 

☆運転手の皆さん…学校、幼稚園、保育所の近くやスクール、ノーーンでーは、 スピー ドを落とし、 

思いやりのある運転に心がけてください。 

ー五所川原市交通安全対策協議会・五所川原警察署ー 

⑦平成3年(1991年)4月1日 広報ごしょがわら (第732号）

北限の梅林，今咲き誇る－第2回ごしょがわら梅まつり
P会期4月13日(土)～4月29日（月）

し主会場津軽フラワーセンター梅林(市内神山）

レイベント

○4月13日(土)一幼稚園・保育所鼓笛隊コンサー

ト

○4月14日(日)一県下俳句・津軽地区jII柳大会

○4月21日(日)－"梅おとめ”さわやかコンテスト、

梅おとめ・梅むすめ撮影会、県

下短歌大会

○4月28日(日)－さわやかウオークラリー

○4月13．14．21．28日一野だて、挫産加工品

等の展示即売

○4月13日～4月29日一一般投句

○4月13日～5月20日－市内小・中学校写生大

会、写真コンテスト

。"梅おとめ”さわやかコンテスト出場者募集

し応募資格糊18歳以上の未婚の女性で、西北

五地域内に住んでいる方又は五所川原市内に

勤務している方。

い応募方法所定の出場申込み書による。

し応募締切4月18日嗣正午まで

P開催日時4月21日(日)午前10時～

し開催場所市働く婦人の家（市内新町）

b賞梅おとめ1名（10万円)､梅むすめ2名（5

万円)、参加者全員に記念品を贈呈。

◎さわやかウォークラリー出場者募集

し日時4月28日(日)午前9時受付．（梅林）

しコース津軽フラワーセンター特設コース

レ参加資格特になし、ただし3人1チームー

1人以上は必ず中学生以上を含むこと。

し参加料無料．（おにぎりを持参のこと｡）

P申込締切4月20日(土）

◎写真コンテスト作品募集

しテーマ津軽フラワーセンター梅林に関する

ものであれば自由

P応募資格特にありません。

し応募方法①カラー・モノクロとも四シ切プ

リント。組写真可。未発表のもの。②作品裏

面に「テーマ｣｢住所｣｢氏名」｢電話番号｣r年齢」

を明記した自作の応募票を貼付。③入賞者に

はネガを提出していただきます。なお、作品

は返却いたしません。

し募集期間4月13日～5月20日

※出場及び応募についてのお申し込み・お問い
、

合わせは、市商工観光課（壷⑮2111番内線2

59-260番）へどうぞ。

一

国 雛l量過言
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また、年金額はそのとき、そのときの物価に

見合うよう完全自動物価スライド制により、引

き上げられることになっています。

このような「かけがえのない財産｣である『年

金』の価値は、豊かな老後を過ごせるよう国が

責任をもって保障するしくみになっています。

どうか保I険料･の変更について、ご理解とご協

力をお雁iいします。

人口の高齢化が進む中、年金制度を健全に運

営していくためには、年金給付とバランスを保

ちながら適正な負担をしていただくことが必要

となります。

このため、4月分から保険料が9,000円となり

ます。

老齢基礎年金などの年金の支払いに必要な財

源は、あなたが納めた保険料と国の負担でj楠わ

れています。

一
Ｊ

撫蟻幌蝿懇

☆お父さん、お母さん…新入学（園）児に対して、通学（園）コースの教示、道路の正しい

歩行方法、横断の仕方、信号の見方について実施指導をしてください。

☆運転手の皆さん…学校、幼稚園、保育所の近くやスクールゾーンでは、スピードを落とし、
思いやりのある運転に心がけてください。

一五所川原市交通安全対策協議会・五所jII原警察署一
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懸麟麟鉢無 
青森県歴史の道整備促進協議会では、「三陸海

岸と遠野めぐり」 を行ないます。 

みなさん多数のご参加をお待ちしております。 

D日時  5月11日（土）～一12日（日） 

Dコーース 

O5月11日 五所川原中三前発6 : 00-鶴田・～ 

板柳～藤崎～盛岡～浄土ケ浜（昼食）～三陸

海岸～釜石1親音～遠野博物館～鍋倉城跡～水

光園（語り部）に宿泊。 

05月12日 水光園発8: 00～宮沢賢治記念館 

～岩山展望台～南部会館（畳食）～岩手県立

~ 博物館～藤崎～五所川原中三前着19:00 
ン集合場所・時間 五所川原中三デパート前（市

内本町）午前 6 時までト 

レ会費 1人 19,300円（見学料、宿泊代、昼

食代、語り部代含む） 

I:::'申し込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴

史の道整備促進協議会事務局（廿0l77-
42-1064 番） 

レ申し込み締切 4 月20日（土） 

レ申し込み受付時間 午前 81J寺30分～午後 4 時

まで‘（日曜日を除く） 

熱烈熱無蕊蕪熱慧蕊 
ン受イ寸日  4月 5 日（釘午後 21寿-4時 

レ受付寸易所 市民体育館 「サブ体育館」 

レ対象 ①小学生（男女） ②中学生（男） ③高 ③高 

~ 

レ受講期間 4 月から10月までの毎週金曜日午

後 4 時30分から糸勺 2 時間 

レ受講料 小・中学生-2,000円、高校生一3,000 

円（スポーツ傷害保険等） 

※詳しいことは、工藤さん（廿〈昌④）2884番・国)94 

67番）、対馬さん（廿⑩41 38番）へ。受講希望

者はいつでも見学にどうぞ。 

線熱愛無無無黒麟蕊 
ン対象 どなたでも会員になれます（初心者歓 

3i) 
レ練習 毎週木曜日（午前10時～正午） 

レ場所 市民体育館（サブ体育館） 

レ連絡先 昼間・・・古川さん（＝電5>79 19番）、午後 

6 時以降…花田さん（”⑩2189番）まて％ 

懇琴難響夢総 
「杜の都イ山台」 に、東lt 柳或では初の中小企

業研修の拠点となる 「中小企業大学校仙台校」 

が今月23日にオーブ’ンします。 

この中小企業大学校は、中小企業のために国

が推進する唯一の人材養1戊機関で、中小企業の

未来を担う優れた人材の育成により、中小企業

の健全な発展を目的として設立され、東京校、 

関西校に続き仙台校は全国でト7 番目の大学校で

あり、中小企業の経営者、管理者、後継者の方

であればどなたでも受講できます。 

また、イ山台校には次のような特色があります。 

1． カ )キュラムは、地域の中小企業の皆様の

ニーズに基づいて編成 

2. 講Mi 陣は、各界の第一線で活踊Iされている

方々で構成 

3 ．多彩な研修手法を活用した受講者全員参加

型のlりF修を実施 

4 ，研修期問は、中小企業の経営者や管理者等

の方々が受講しやすいように設定 

5. 閑静で学習に適した環境と近代的な研修施

設 

6‘個室の宿泊施設と交流の場としての談話室

を月］意 

詳しい内容については、中小企業大学校仙台

校（か0 2 2 一392一8811、〒989-31 
イ山台市青葉区下愛子字下原1-1）へお間い合わ

せくださし、‘、 

蝿議響麟躍11響蕊 
レ日時 4 月29日（みどりの日）午前ion寺～ー 

レ場所 県民の森楚珠山 「ビジターセンター」 

前集合 

D定員 先将50名まて4 
ン参加料 無酬叫 

レ申し込み方法 4 月20日までに県自然保護課 

（廿0177⑩1111番内線3157番）へ申し込んてン

ください。 

※なお、小雨でも実施し、参加者には苗木を配

布します。 

蕊熱添感惑感懇熱無蕊 
レ対 象 市内在住の女性でソフトポールの好 

きな方。（初心者歓迎） 

D期 間 来年 3 月末まて与 

レ練 習 毎週 2 回 

レ連絡先 五所川原ママーズクラブ蒔田さん 

（市内鳥森32の25h⑩4435番） まで。 

F、

戸
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青森県歴史の道整備促進協議会では､「三陸海

岸と遠野めぐり」を行ないます。

みなさん多数のご参加をお待ちしております。

し日時5月11日(土)～12日（日）

，コース

◎5月11日五所ﾉII原中三前発6:oo～鶴田～

板柳～藤崎～盛岡～#争土ヶ浜（昼食）～三陸

海岸～釜石観音～遠野-博物館～鍋倉城跡～水

光園（語り部）に宿泊。

◎5月12日水光園発8二00～宮沢暖治記念館

～岩山展望台～南部会館（昼食）～岩手県立

博物館～藤崎～五所川原中三前著19：00

じ集合場所・時間五所川原中三デパート前(市

内本町）午前6時まで

し会費1人19,300円（見学料、宿泊代、昼

食代、語り部代含む）

し申し込み先青森市大字松森字佃青森県歴

史の道整俄促進協議会事務局(a0177-

42-1064番）

し申し込み締切4月20日.(土）

し申し込み受付時間午前8時30分~午後4時
まで（日11溌日を除く）

し受付日4月5日(翁午後2時～4ll.'f

し受付場所市民体育館「サブ･体育館」

し対象①小学生(男女）②中学生(男） ③高

校生(男）

し受講期間4月から10月までの毎週金li雅日午

後4時30分から約2時間

し受講料小・中学生-2,000円、高校生-3,000

円（スポーツ'傷害師保|境等）

※詳しいことは、工藤さん（き⑳2884番．⑭94

67番)､対馬さん（壷⑮4138番）へ。受赫希望

者はいつでも見学にどうぞ。

P対象どなたでも会員になれます（初心者歓

迎）

し練習毎週木l曜日（午前101時～正午）

し場所市民体育館（サブ体育館）

し連絡先昼間…古ﾉIIさん（壷⑮7919番)､午後

6時以降…花田さん（壷⑮2189番）まで。

鱗
「杜の都仙台」に、東北地域では初の中小企

業研修の拠点となる「中小企業大学校仙台校」

が今月23日にオープンします。

この中小企業大学校は、中'j､企業のために国

が推進する唯一の人材養成機関で、中小企業の

未来を担う優れた人材の育成により、中小企業

の健全な発展を目的として設立され、東京校、

関西校に続き仙台枝は全国で7番目の大学校で

あり、中小企業の経営者、管理者、後継者の方

であればどなたでも受講できます。

また、仙台校には次のような特色があります。

1．カリキュラムは、地域の中小企業の皆様の

ニーズに基づいて編成

2．識師陣は、各界の第一線で活躍されている

方々で桝成

3．多彩な研修手法を活用した受講者全員参加

型の研修を実施

4．研修期間は、中小企業の経営者や管理者等

の方々が受講しやすいように設定

5.I剰静で学習に適した環境と近代的な研修施

設

6．個室の宿泊施設と交流の場としての談話室

を用意

詳しい内容については、中小企業大学校仙台

校(022-392-8811、〒989-31

仙台市青葉区下愛子字下原1－1）へお問い合わ

せください。

し日時4月29日（みどりの日）午前101時～

し場所県民の森焚珠山「ビジターセンター」

前集合

し定員先着50名まで

、参加料無料

し申し込み方法4月20日までに県自然保護課

（云0177⑳1111番内線3157番）へ申し込んで

ください。

※なお、小雨でも実施し、参加者には苗木を配

布します。

修対象市内在住の女I生でソフトボールの好

きな方。(初心者歓迎）

し期間来年3月末まで

修練習毎週2回

し連絡先五所川原ママーズクラブ蒔田さん

（市内‘烏森32の25云、4435番）まで。
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鷲平成3無駄の集合登録と狂犬病最陽瑚概轟勲鯵言醗 
レ犬の登録および，王犬病予防注射は年 1回です。 

区 分 金 	額 

注 射 手 数 li」I 2,78 OF] 
登 録 1（斗 2,100円 

計 4,880円 

＠飼い主0:）皆さんへ 

※登録しなかったり注身寸を受けなかったりしま

すと、狂犬病予防法違反で罰則の対象となり

ますのでト、必ず受けるようにしてください。 

※放し飼いは事故のもとです。イ也人に迷惑をか

けますから絶対にしないでくださいく， 

詳しいことは、市保健環境課健康推進係（か

国〉  21 11番272番）へお問い合わせください。 

⑨狂犬病予防注射日程表 

月日 場 	 所 Uf 	101 

4
月
  
1
[
5
 

日
 
卿
 

みと’り町 コ 	ミ 	セ 	ン 	栄 前 9: (Xl一ー  10:30 
梅 成  lii  理 容 所 前 10:40~li :00 

ク 梅沢地区研修七ンター前 11:10-11:30 
中 	泉 集 	合 	所 	前 11:40-12:00 
羽野木沢 コ ミ 七 ン ヒ 和 前 13:00-13: 30 
持 子 沢 集 	会 	所 	前 13:40-14:00 

4
 
 
月
 
比
 日
 
因
 

福 	山 石 岡 給 油 所 前 9:30~ 9:50 
野 	里 ,f 里 公 民 館 前 10 :00~b0 :20 
神 	山 松 野 商 店 前 10:30-10:50 
松 野 木 十 	文 	宇 11:00-11:20 
福 	岡 佐 々 木 商 “i  前 11:30-11:50 
若 	山 築 	会 	所 	前 13:20-13:40 
戸 	沢 斉 藤 精 米 所 前 13:50-14:10 

4
 
 
月
 
け
 日
 
困
 

挑 	崎 バ 	ス 	停 	11 9:30~ 9:50 
石 	畑 集 	会 	所 	前 10:00-10:20 
馬 	性 集 	会 	所 	“l 10:30-10:50 
平 	町 消 防 屯 所 前 11:00-11:20 
興 	隆 消 	防 	屯 	所 	自『 11 :30-11:45 
飯 	詰 秋 元 商 	店 	前 13:00-13:40 

中 飯 詰 	支 所 前 13:50-14:30 
下 岩 崎 集 	会 	所 	前 14:40-15:10 

‘
月

1
1
8
日

困
 

集 	会 	所 	前 9:30-10:10 
漆 神 	社 	前 10:20-10:50 
吹 	畑 毛 内 光 春 宅 前 11:00-11:20 
唐 笠 柳 T 	字 	路 11:30-11:50 
石 	岡 寺 田 武 道 宅 前 13:00-13:20 
米 	田 対 嶋 相 米 所 前 13:30-13:50 
金 	山 児 	童 	館 	前 14:00-14:20 
水 野 尾 集 	会 	所 	前 14:30-14:50 

4
 
 
月
玲
 
ロ
国
 

種 	井 集 	会 	所 	前 9:30、1 9:50 
コ ミ 七 ン 中 川 前 10:00-10:30 

桜 	I日 神 	社 	前 10:40-11:00 
沖 飯 詰 消 防 屯 所 前 ii:10~il :3o 
毘 沙 門 毘 沙 門 十 文 字 13:00-13:20 

ク 泉 谷 正 志 宅 前 13:30-13:50 
長 	富 集 	会 	所 	前 14:00-14:20 
共 	栄 集 	会 	所 	前 14:30-14:40 

場 	 所 l 	時 	間 

4
 I
I
 
2
2
 
1
1
 

 
囲
 

滑 集 	会 	所 	前 9:30-10:10 
姥 	落 神 	社 	前 10:20-10:40 
船 	実 消 防 屯 所 前 10:50-11: 10 
南 広 田 トラソク鶴会西北五支部前 11:20-12:00 
広 	田 市 農 協 栄 支 所 前 13:00-13:30 
七 ッ 館 消 防 屯 所 前 13: 40-14:00 
i曳 	井 ドライ ブイ ン横綱前 14:10-14:30 

4
月

2
3
 
H
 
 
因
 

豊 	成 り ん ご 倉 庫 前 9:30~ 9:50 
俵 	元 消 防 屯 所 前 10:00-10:20 
原 	子 コミュニテイハウス原子前 10:30-11:00 
前田野目 西 塚 商 店 前 11:10~I1:30 
派 	立 新 谷 勝 男 宅 前 13:00-13:20 
高 	野 高野文化七ンター前 13:30-13:50 

ケ 神 	社 	前 14:00-14:20 

4
 
 
月

2
4
 
1
:
1
 

[
4
0
 

 

田園謝布 藤 巻 商 店 前 9:00~ 9:20 
松 島 町 松 島 会 館 前 馴30-11: 10 

ッ 	谷 中 央 公 民 館 前 11:20-11 :so 
鎌 谷 町 謙谷町防災センタ―前 13:00~ 13:50 
田町・栄町 白 	衣 神 社 前 14 :00-14:30 
平 和 町 富士見コ ミ 七 ン 前 14:40-15:30 
岩 木 町 'to 民文 化会館 前 15:40-16:10 

4
 
 
月
 
2
5
 

 
日

困
 

ド平井町 老 人 ホ ー ム 前 馴30-10:10 
敷島・雄［日 コ ミセンしき しま前 10: 20-11:30 
旭 	町 斎 勝 駐 車 場 11:40-12:00 
末 広 町 保 	健 	所 	前 13:00-14:00 
小 	曲 秋  H!  谷 旅 館 前 14:10-14:30 

ク 農 村 婦 人 の 家 前 14:40-15:00 

4
月

2
6
 

 
日

固
 

高 	瀬 築 	会 	所 	前 9:30-10: 00 
鶴 ケ 岡 コ ミ 七 ン 三 好 前 10:10-10:40 
」二 藻 川 農 協 倉 庫 前 10:50-11:10 
下 藻 川 消 防 屯 所 前 11:20-11:50 
新 宮 町 集 	会 	所 	前 13:00-13:30 
’〒 	葉 森 	の 	家 	前 13:40-15:00 
田 旧 田 川 小 学 校 前 15:10-15:30 

※都合の良い場所で受けることがで・きます。 

r福祉タ 包勤，I」利用券を 
行舞芽芽行券妊雄お交付します一 

レ対象者 市内に住i折のある在宅視覚障害者の

人で・身体障害者手帳 1級及び 2 級の認定を受

けている人。 

ン助成の程度 タクシー利用 1回につき440円、 

年12回まてる。 

レ申請方法 身体障害者手帳、印鑑持参のうえ

市福粗：事務所福も上係へおいでください。（代理

人でも可） 

※詳しくは、市福祉事務所福祉係（廿（⑩211 1番
内線371番）へどうそ％ 

, 

, 
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無噸ｮ無賊似桑合澄…表病競臓虫射胤鯛鯉澱
､凸凹一間、￥､里皿函凸郡丑唖ざい”…nva邸制導uUa酷霊W凶靭一丁W…、ﾛ 巳1匠 且Tm仏寺T玉而

P犬の登録および狂犬病予I坊注射は年1回です。

◎飼い主の皆さんへ

※登録しなかったり注射を受けなかったりしま

すと、狂犬病予I坊法違反で罰則の対象となり

ますので、必ず受けるようにしてください。

※放し飼いは事故のもとです。他人に迷惑をか

けますから絶対にしないでください。

詳しいことは、市保健環境課健康推進係（垂

⑮2111番272番)へお問い合わせください。

◎狂犬病予防注射日程表

‐

一
Ｊ

※割3合の良い場所で受けることができます。

劉副塵…剥用糞妾署
一

・
一
一

一
》
》

受符琶需雲
P対象者市内に住所のある在宅視覚障害者の

人で身体障害者手I脹1級及び2級の認定を受

けている人。

し助成の程度タクシー利用1回につき440円、

年12回まで。

し申請方法身体障害者手帳、印鑑持参のうえ

市福祉事務所福祉係へおいでください。(代理

人でも可）

※詳しくは、市福祉事務所福祉係（金⑮2111番

内線371番）へどうぞ。

月日

４
月
泌
日
側

４
月
錦
日
脚

４
月
跳
日
伽

４
月
弱
日
㈱

４
月
妬
日
囲

場 所

湊

姥篭

稲実

南広田

広H1

セツ館

浅井

豊成

俵 元

原子

前田野目

派立

高野

〃

田圃調布

松島町

一ッ谷

鎌谷町

田町・栄町

平和町

岩木町

下平井町

敷晶・雛田

旭町

末広町

小曲

、

商瀬

鋤ヶ旧I

上藻川

下瀧川

新宮町

若葉

田川

典会所前

神社前

消防屯所前

トラック柊会西北五支部前

市農協栄支所前

消防屯所前

ドライブイン横綱前

りんご倉庫前

消防屯所前

コミュニティハウス原子前

西塚商店前

新谷勝男宅前

商野文化センター前

神 社前

藤巻商店前

松島会館前

中央公民館前

鎌谷町防災センター前

白衣神社前

富士見コミセン前

市民文化会館前

老人ホーム前

コミセンしきしま前

斎勝駐車場

保雌所前

秋田谷旅館前

農村蝋人の家前

難会所前

コミセン三好前

農協倉庫前

消防屯所前

典会所前

森の家前

旧田川小学校前

時間

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

11

11

1

1

ル

ル

I

1（

l（

1］

1：

1（

15：

30～1

20～1

50～1

20～1

”～1

10～1

10～1

30～

〕O～11

30～1

10～1

)O～1

30～1

〕O～ル

肥～！

]O～1

20～1

)0～11

)0～1」

10～11

10～11

)0～1（

10～1

K)～1

)O～1

0～lィ

'0～1〔

10～1（

0～1（

iO～11

'0～1］

'0～1〔

0～1§

O～lモ

10

10

10

]0

30

]0

30

ﾗ0

20

)0

〕0

20

ﾗ0

20

20

LO

iO

:50

10

10

0

0

:30

)0

:00

10

'0

'0

0

0

0

0

0

0

区 分

注射手数料

登録料

計．

金額

2,780円

2.100円

4,880円

月日

４
月
晦
日
側

４
月
恥
日
㈹

４
月
Ⅳ
日
嗣

４
月
肥
日
附

４
月
胸
日
幽

場 所

みどり町

梅田

〃

中泉

羽野木沢

持子沢

福山

野里

神山

松野木

福岡

若山

戸；尺

桃崎

石畑

鳥性

平町

興隆

飯雛

〃

下岩崎

十川

漆川

吹畑

唐笠柳

石岡

米田

金山

水野尾

種井

川山

桜田

沖飯詰

毘沙門

〃

長寓

共栄

ゴミセン栄前

成田理容所前

梅沢地区研修センター前

鵬合所前

コミセンセ棚鮒

典会所前

石岡給油所前

野里公民館前

松野閥店

十文字

佐々木簡店仙

鯉会所伽

斉藤輔米所仙

パス停iW

集会所削

渠会所前

消防屯所肋

消防屯所＃I

秋元獅店伽

飯胎支所鮒

典会所前

纂会所仙

神社前

毛内光春宅削

T字蹄

寺田武通宅伽

対賜粉米所前

児童館的

典会所削

蕊会所前

コミセン中川伽

神社前

消防屯所伽

毘沙門

泉谷正；

築会所伽

集会所前

文字

宅前
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】
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0～皿
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0～18

O～14
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30

00
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｡0

50

20
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20

iO
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:10
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20

10

10

'5

10

10

0

0

iO

10

iO

10
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'0
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0

0

0

0

0

0

0
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みんなの健康教室 
4 月26口（金）午後 1日寺

市保健センター 

対馬昭幸先生（対馬内科小児科医院長） 

レテーマ 老人医療について 

＞主 催 北五医師会・市保健協議会 

時
所
師
 

日
場
講

レ

D
D
 

臓員鷹憂 三胤J 

レ募集職種及び募集人員 

0保健婦 1名 

0労務耽ミ（葬斎苑にて火葬業務担当） 1名 

レ応募資格 

0保健婦 ①年齢ー昭和40年 4 月 2 日から昭和 

45年 4 月1日までに生まれた人。②保健婦免 

許訟三取得者又は平成 3 年 6 月まで免許取得見 

込みのある人。 

〇労務職 ①年齢一昭和31年 4 月 2 日から昭和 

51年 4 月1日までに生まれた人。 ②中学校卒 

業」J；上上の学歴を有する人。 

~ ン試験日・場所・方法 

04 月19日（金〕午前 9日寺～ 

0市働く女帝人の家 

0作文試験、面接試験 

レ応募手続 申込書に記入のうえ、市人事課に 

技具日してください。（申込書は人事課にありま 

すJ 
レ応募締切 4 月12日（金）まて各 

レ採用予定年月日 5 月1日 

※詳しいことは、市役所総務部人事課（廿国21 

11番内線311-3番）へお問い合わせください。 
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鯉01綴蕊撫暴鶏漁難搬灘 
ー難離織纏麟ワi考7ゲ 獲種難差 

レ対象 生後 3 カ月から48カ月までの乳幼児。 

D受付時間 午後 1H寺～ ii寿30分 

レ接種方法 6 週間以上の間隔で 4 月と 5 月に 

2 回受けてください。（尚、昨年 1回

のみ接種の人は、今年 2 回目を受け

てくださいJ 

レ注意事項①問診票を記入し、母子健1棄手帳と

いっしょに持ってきてください。 

②お子さんの健康状態を良く知って

いる方がお連れください。 

⑨地区別日程 

地区 別 実施場所 1回目 2 回目 

五小地区
七和地区 

市保健 
センター 

（働く婦人の 

家併設） 

4 月10日 

（水） 

5 月15日 

（水） 

梅
栄
長
 
沢
 

橋
 
地
地
地
 
区
区

区
  

4 月11日 

（木） 

5 月17日 

（金） 
み 2ど り 田丁 
飯詰地【x 
毘i少門」也「x 

4 月12日 

（金） 

5 月22日 

（水） 
杉I島」til【 x 
杉I 	島 	田丁 
三好地【K 

4 月17日 

（水） 

5 月23日 

（木） 

南小学区
中川地区 

4 月19日 

（金） 

5 月24日 

（金） 

人の命を救う 
「愛の献血」にご協力を．ノ 

男I 	日 時 	間 場 	所 

一
 

 月
用
 

8
、
．
ノ
 

午前10時から 
正午まで 高野文化センター 

前 午後1後から 
午後 4 時まで 

午前10時から 
正午まて’ 

コミコ．ニテイハウ
ス原子前 

午後 1時30分から
午後 4 時まで 

七 和 農 協 前 

4 月25日 

（木） 

午前10時から 
正午まで 

、
ノ
 

コ
タ
 
ミ

一
 
ュ
中
 
ニ

川
 
イ
 
セ
 

テ
前
 

午後1時から 
午後 4 時まで・ 

ミ一
 
ン

コ
タ
 
ュ
し
 
ニ
き
 
テ
し
 
イ
士
‘
 
セ
前
 

 

I 小谷実可子講演会 ~ 
I レ日 時 4 月15日（月）午後 6 時30分開演 	~ 」 レ日 時 4 月15日（月）午後 6 時30分開演 	I 

~ 

1 ）場 所 ホテルサンルート五所川原 	I 

~ う入場料 無料（入場整理券必要） 	 ~ 

I ※入場整理券は（掛五所川原青年会議所にありま I 
I  す。ただし、会場澗席の場合は、ご容赦願い I 

I 	ます。 	 I 

L注％一讐,一讐烈鷲然讐」讐豊烈」 

広報ごしょがわら平成3年(1991年)4月1日 (第732号）⑩

燃鐸謹識撫撫卿驚識
;議議謡蕊譲:譲蕊議譲錨弓鳶参驚字罵銭穫種蕊譲
P対象生後3カ月から48カ月までの乳幼児。

し受付時間午後1時～1時30分

、接種方法6週間以上の間隔で4月と5月に

2回受けてください。（尚、昨年1回

のみ接種の人は、今年2回目を受け

てください｡）

、注意事項①問診票を記入し、母子偲勤蕊手帳と

いっしょに持ってきてください。

②お子さんの健康状態を良く知って

いる方がお連れください。

◎地区別日程

§
し募集職種及び募集人員

○保騨帯1名

○労務職（葬斎苑にて火葬業務担当）1名

し応募資格

○保健婦①年齢一昭和40年4月2日から昭和

45年4月1日までに生まれた人。②保健婦免

許証取得者又は平成3年6月まで免許取得見

込みのある人。

○労務職①年齢一昭和31年4月2日から昭和

51年4月1日までに生まれた人。②中学校卒

業以上の学歴を有する人。

P試験日・場所・方法

○4月19日㈱午前9時～

○市働く鮒}人の家

○作文試験、面接試験

し応募手続申込書に記入のうえ、市人事課に

提出してくださいo(申込害は人事課にありま

す』

し応募締切4月12日(釣まで

，採用予定年月日5月1日

※詳しいことは、市役所総務部人事課（念⑮21
11番内線311～3番）へお問い合わせください。

戸
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r~冨要苑房…………………
！小谷実可子講演会！
｛し日時4月15日(月)午後6時30分開演；
i；し場所ﾎﾃﾙサンﾙｰﾄ五所川原；
Î 入場料無料(入場整理券必要）；
；※入場整理券は㈱五所川原青年会議所にありま；

懸遡麓湿選jL ノ

地区別

五小地区

七和地

梅沢地区
う桧土也区
憂オ喬地区

みどり

販詰地
町
区

毘f少門地区

松騒土也区
松鰯町
三好地区

南小学区

中川地区

実施場所

市保健

センター

(働く婦人の

家併設）

1回目

4月10日

(水）

4月11日

(木）

4月12日

(金）

4月17日

(水）

4月19日

(金）

2回目

5月15日

(水）

5月17日

(金）

5月22日

(水）

5月23日

（木）

5月24日

(金）

期日

4月8口

(月）

4月25日

(木）

I塔間

午前10時から
正午まで

午後1後から
午後'11時まで

午前101時から
正午まで

午後1時30分から
午後4I時まで

午前10時から
正午まで

午後11時から
午後4時まで

場 所

高野文化センター

前

コミュニティハウ

ス原子前

七和農協前

コミュニティセン
ター中川前

コミュニティセン

夕－しきしま前


